
大
芭
回
申
六
月
ニ
す
-
何
回
第
三
百
司
田
健
物
謁
司
月
毎
月
-
回
一
四
習
得
叫

辛子連聾日ー-1'司3'i.畠.，:~> -~."ヨF日日琶

禁

瞳

曹

~ .... 

E冊

叢

経ナ醤
済イと
皐ト課
史不Ij;肢
の子
基論.
本の
問昨
題味

経文法

曽 E吾.~
t量博博
士土土

石高神

川 田 戸

興保正

二馬雄

志
す

A
岡

n
H
U

・s
-
n
M

最
抵
の
貿
易
構
成
の
場
一
化
に
つ
い
て
・

最
近
別
問
小
作
争
議
の
軌
向
と
小
作
立
法

制

Mm摩
博
士
谷
口
古
彦

経
章
博
士
八
木
芳
之
助

印刷

一
枇
命
日
保
険
の
本
質
と
そ
の
妓
果
:
・
空
間
接
土
中
川
典
之
助

パ
レ
ト
の
生
産
均
衡
論
:
・
・
:
・
・
・
経
済
同
十
土
青
山
秀
夫

債
格
構
成
に
於
け
る
商
業
の
作
用
:
樫
湾
皐
士
堀
新
一

デ旨
n. 苑

来
住
の
大
阪
人
口
構
成
:
:
:
:
:
:
・
・
怪
海
皐
士
青
盛
和
雄

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



居時

~ 

枇
曾
保
険
の
本
質
三
そ
の
殺
果

中

J興

山
叫

rrt」

之

JI( 

同事

書

耽
A
H
政
策
2

と
し
て
枇
合
保
険
(
印

O
N
E
2
5円
v
q
g
m
)
は
今
日
殆
ど
凡
て
の
文
明
諸
岡
に
品
背
反
す
る
に
至
っ
た
。

邸
ち
欧
洲
に
あ
り
で
は
濁
・
英
・
悌
・
伊
・
填
・
瑞
・
白

-
Y
!
?
ユ
ア
・
ュ

1
ゴ

l
竺
フ
ヴ
ィ
ャ
・
チ
ェ
ッ
コ
ス
ラ
ザ
イ
ヤ
・

プ
戸
ガ
η
ノ
ヤ
及
び
ロ
ジ
ヤ
等
に
、
蹴
洲
外
に
あ

h
て
は
南
米
の
ア

Y
Jゼ
ン
チ
ン
・
チ

9
1
に
、
東
洋
に
あ
り
で
は

部
分
的
で
あ
り
且
つ
小
規
模
な
が
ら
健
康
保
険
等
の
名
の
下
に
日
本
に
於
て
色
行
は
れ
、
濠
測
に
あ
り
て
も
吐
舎

給
助
制
度
の
代
り
に
一
耽
舎
保
健
の
思
想
が
撞
頭
し
、
久
し
く
強
制
吐
曾
保
険
に
反
封
の
強
か
つ
七
米
闘
に
於
て
も
、

非
瞳
系
的
な
が
ら
失
業
保
険
や
養
老
年
齢
制
が
設
定
せ
ら
る
h

に
至
っ
た
。
か
く
の
如
〈
赴
命
同
保
険
は
時
代
の
流

行
鬼
と
な
っ
て
来
た
が
、

一
韓
そ
れ
は
如
何
な
る
本
質
と
致
呆
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
如
何
な
る
程
度
に

於
て
現
代
の
融
合
問
題
を
解
決
し
得
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
以
下
主
と
し
て
世
舎
保
険
の
永
き
歴

政
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
妓
果

第
五
競

O 
王五

第
間
十
二
巻

九
O
七
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一
粧
舎
保
除
め
本
質
と
そ
れ
殺
果

九

C
八

C 
Tt 

第
五
披

第
四
十
二
巻

史
を
有
す
る
濁
逸
の
経
験
的
事
買
を
基
礎
と
し
て
之
を
考
究
し
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
表
に
一
言
す
ぺ
き
は
先
に
掲

げ
し
如
〈
耽
合
同
保
険
は
ロ
シ
ヤ
に
で
も
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ふ
ま
で
も
な
〈
官
シ
ヤ
の
極
端
併
・
世
令

組
織
は
他
の
資
本
主
義
的
岡
家
と
全
然
そ
の
範
鴫
を
異
に
す
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
行
は
る
〉
祉
舎
保
険
の
本
質
や

機
能
は
資
本
主
義
的
岡
家
に
於
け
る
そ
れ
と
向
調
腕
す
る
こ
土
セ
許
き
れ
な
い
。
従
っ
て
之
は
考
察
の
外
に
置
く
。

書i:

枇
命
副
僻
附
的
都
質

抑
も
吐
命
H

保
険
が
調
逸
に
創
始
せ
ら
れ
た
の
は
ピ
ス
マ

l
ク
が
枇
合
主
義
運
動
を
艦
一
座
せ
ん
魚
で
あ
っ
た
。
且

っ
て
述
べ
た
る
如
〈
、
濁
逸
が
地
H

偽
戟
雫
に
勝
利
を
市
め
て
仰
聞
か
ら
多
額
の
賠
償
金
を
獲
得
し
だ
る
た
め
に
戦

後
に
一
時
的
好
景
気
が
現
は
れ
た
が
、
忽
ち
そ
の
反
動
と
し
て
不
景
気
が
襲
来
し
て
先
づ
農
村
守
困
ら
し
め
に
。
之

を
救
祷
ぜ
ん
と
し
て
農
産
物
に
轍
入
闘
読
を
課
し
た
。
所
が
そ
れ
が
き
な
き
だ
に
不
景
気
に
悩
ま
さ
れ
て
ゐ
る
都

市
の
工
業
勢
働
者
を
一
一
層
暦
迫
す
る
の
結
果
と
な
り
、
途
に
枇
命
日
主
義
運
動
が
勃
殺
し
て
ピ
ス

7
1
グ
が
折
角
銭

と
血
と
を
以
て
固
め
か
け
た
猫
遇
岡
山
家
の
存
在
を
危
〈
す
る
に
去
っ
た
。
議
に
於
て
か
ピ
ス
マ

l
グ
は
そ
の
一
枇
合
同

一
連
動
を
鎮
撫
す
る
の
政
策
と
し
て
徒
ら
に
弾
岡
崎
的
手
段
を
と
ら
や
し
て
枇
合
保
険
制
度
ぞ
創
案
し
だ
の
で
あ
る
。

猫
逸
の
枇
合
同
保
険
は
岡
京
都
幾
多
の
改
正
や
懐
張
を
経
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
組
べ
て
の
制
度
は
必
宇
し
も
営
初

の
目
的
や
機
能
を
存
捜
す
る
も
の
と
は
限
ら
ぬ
が
、
枇
命
H

保
険
に
あ
h
て
は
今
日
に
至
る
ま
で
嘗
初
の
政
治
的
目

的
が
失
は
れ
宇
に
ゐ
る
。
今
日
ま
で
の
枇
合
保
険
の
後
達
史
に
徴
す
る
に
一
枇
舎
主
義
的
乃
至
枇
合
民
主
的
勢
力
の

拙稿、戦前戦後の街逸枇舎事業〈経静論議第間十.稽!第一競)2) 



増
大
に
つ
れ
て
、
政
治
的
・
枇
合
的
の
完
全
機
と
し
て
枇
命
日
保
険
も
亦
償
張
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如

t
に
し
て
岡
家
制
度
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
る
一
耽
合
保
険
は
然
し
乍
ら
他
の
躍
梼
的
・
枇
命
日
的
制
度
と
無
関
係

に
且
つ
非
瞳
系
的
に
存
亮
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
性
質
や
地
位
が
自
ら
規
定
す
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ぱ
今
日
枇
命
保
険
は
法
律
的
経
済
的
に
い
か
に
観
念
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。

川
四
世
曾
保
険
の
遺
律
的
概
念

!
l「
枇
命
日
保
険
は
不
確
定
の
事
項
卸
ち
保
険
事
項
の
殺
生
に
際
し
て
、
公
法
的
自

治
惜
l
l
a
そ
れ
は
本
質
的
に
は
そ
の
資
金
を
自
ら
徴
牧
す
る
1
i
l
に
劃
し
て
、
公
法
的
の
賠
償
請
求
権
を
輿
ふ
る

も
の
で
あ
る
)
而
し
て
そ
の
特
質
は
(
イ
)
保
険
強
制
(
〈
雪
印
一
n
F
2
E四
回

E
d
z
m
)
に
あ
る
。
蓋
し
こ
れ
を
個
人
の
白

-
闘
に
委
す
れ
ば
砧
立
金
ー
も
少
く
到
底
大
な
&
一
枇
合
目
的
伊
注
し
得

y
る
が
設
び
あ
る
。

ヘ
ロ
〆
果
命
日
科
目
り
喪
主
L
F

/
¥
J
q
H
P
U
ι
-
1
J
t
i
w
む
信
J
t
'ん
一

共
に
保
険
給
付
の
請
求
植
が
殺
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、
救
貧
事
業
(
〉
『

S
E
E
m
m昨
)
の
如
〈
必
要
原
則
(
回
目
a
E『訟拘

官
官
三
三

N-Z
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
い
。
(
』
)
一
枇
曾
保
険
は
公
法
上
の
樺
利
・
義
務
に
基
〈
-
も
の
で
あ
り
、

且
つ
そ
れ
は
本
質
と
し
て
岡
家
財
政
を
煩
は
さ
ぬ
様
に
運
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
な
す
。
一
枇
命
日
保
険
は
一
の
目
的

を
以
て
成
立
し
に
る
強
制
的
自
治
睡
で
あ
る
。
熱
し
そ
れ
は
個
人
生
活
の
自
己
責
任
主
義
の
原
則
に
基
く
も
の
で

あ
っ
て
、
岡
家
や
吐
舎
が
各
人
の
生
活
の
保
謹
を
な
す
と
い
ふ
枇
舎
的
な
原
則
の
上
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
枇
舎
保
険
の
法
律
的
性
質
を
明
に
す
る
た
め
に
更
に
そ
れ
を
密
接
の
関
係
に
あ
る
他
の
制
度
と
之
を
比
較

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
枇
合
保
険
は
前
述
の
如
く
(
イ
)
救
貧
事
業
や
一
珊
利
事
業
(
者
D
E
P
F
弓
出
品
巾
)
と
異
る
。
前
者
は

保
険
原
則
(
〈
m
E
n
r
m
『E
m
ニ》
E
N
f
)
に
よ
る
が
後
者
は
必
要
原
則
に
よ
る
。
前
者
に
あ
り
で
は
闘
庫
の
補
助
は

社
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
殺
呆

九
O
九

第
五
就

第
四
十
二
巻

O 
七
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社
舎
保
険
の
本
質
と
そ
の
致
巣

第
四
十
二
巻

O 
A 

第
五
務

丸
一

O

例
外
的
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
が
後
者
に
あ
り
で
は
寧
ろ
そ
れ
が
主
と
な
名
。
(
ロ
一
一
枇
合
保
険
と
勢
働
法
(
〉
同

Z-z'

R
n
Z
)
は
共
に
祉
合
同
法
(
∞
D
N
E
B
n
F円
)
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
私
法
的
な
州
労
働
闘
係
を
規
定
し
克

に
謹
ん
で
祉
曾
的
な
保
護
法
正
し
て
耐
労
働
に
闘
す
る
損
害
を
防
止
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
卸
ち
世
曾
保

険
法
は
損
害
防
止
を
勿
論
考
慮
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
先
づ
第
一
に
損
害
の
補
填
を
な
す
の
で
あ
る
。
(
刀
)
枇
曾

保
険
は
私
保
険
(
吋

2
5守
m
E吾作『
zzm)
と
異
る
。

一
は
公
法
的
強
制
保
険
で
あ
る
が
、
他
は
私
的
任
意
保
険
で
あ

る
c

併
し
枇
合
保
険
も
保
険
と
し
て
広
川
市
般
の
原
則
に
懐
7
J

川
pd
砂

J
L
-
寸
』
旧
。
側
之
、
時
放
の
制
度
佐
保
用
し

て
ゐ
る
が
知
事
或
は
忠
貫
・
信
頼
の
原
則
の
如
き
之
で
あ
る
。

倒
粧
曾
保
険
の
鰹
漕
的
概
念
1

|
個
人
主
義
的
生
活
原
則
を
と
っ
て
ゐ
る
る
資
本
主
義
枇
舎
に
あ
り
で
は
勿
論

企
業
家
階
級
は
勢
働
階
級
の
生
活
を
保
謹
す
べ
き
枇
合
的
義
務
を
負
は
な
い
。
然
ら
ぱ
枇
合
保
険
に
劃
す
る
企
業

家
の
掛
金
負
擦
は
経
済
的
じ
は
如
何
に
之
を
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
、
枇
命
日
主
義
的
給
付
に
非
十
叉
品
川
救
的
給

付
で
色
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
、
今
日
ま
で
は
理
論
上
賃
銀
補
充
(
「
c
r
ロ
maENZ口
m)
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
く
観
念
す
る
事
に
よ
り
て
資
本
家
階
較
は
募
働
階
級
か
ら
の
過
多
の
要
求
を
斥
け
、
勢
働
階
級
・
6
之
を
樺
利
・
と

し
て
要
求
す
る
の
で
資
本
家
階
級
か
ら
の
救
他
や
施
典
を
う
け
る
の
で
は
な
い
と
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
之
診
賃
銀

補
充
と
な
す
理
由
は
次
の
様
で
あ
る
ω

「
勢
働
者
が
勢
働
能
力
ぞ
有
し
て
努
働
に
従
事
し
て
ゐ
る
日
の
賃
銀
は
膏

に
そ
の
場
合
の
生
活
必
要
を
充
す
の
み
な
ら
や
、
更
に
営
該
捧
働
者
が
少
年
時
代
に
受
け
た
養
育
及
び
教
育
費
を

も
償
却
し
且
つ
こ
れ
が
疾
病
・
老
年
の
際
に
要
す
る
費
用
と
勢
働
に
伴
ふ
健
康
上
・
生
命
上
の
危
険
に
封
す
る
費
用

4). 1二Heyde，Abriss der Sozialpolitik S. 105-106及rY E. lfeimann， Sozialt， 
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等
に
充
営
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
企
業
家
が
生
産
物
の
使
格
と
し
て
少
く
と
も
生
産
費
の
補
償
を
求
む

る
が
如
〈
州
労
働
者
に
劃
し
て
色
そ
の
勢
働
の
生
産
費
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勢
働
の
生
産
費
と
は
生
活
費

(
戸
島
町
ロ
M
E
R『
宮
町
)
で
あ
ち
、
そ
れ
は
積
極
的
に
州
労
働
し
て
ゐ
る
日
の
み
な
ら
や
教
育
及
び
疾
病
等
の
不
生
産
的

時
代
の
生
活
費
を
色
合
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
生
活
費
あ
る
に
よ
り
て
始
め
て
州
労
働
力
は
一
耽
舎
的
に
再
生
産
せ
ら

れ
得
る
。
所
が
勢
働
市
場
に
於
け
る
白
由
契
約
に
放
任
せ
れ
ば
賃
銀
が
こ
の
限
界
に
還
せ
ゴ
る
が
故
に
、
こ
れ
を

さ
れ
ば
吐
舎
保
険
は
公
法
的
救
護
(
ひ
伊
豆
一
円
宮
司
号
g
d
m
)

補
ふ
方
法
と
し
て
枇
舎
保
険
金
設
く
る
の
で
あ
る
。

に
非
や
し
て
正
し
き
賃
銀
の
保
誼
で
あ
り
祉
命
日
正
義
の
命
守
る
所
な
り
と
す
る
。
か
く
て
こ
の
理
論
に
擦
れ
ば
一
枇

九

M
M

保
険
は
企
業
家
階
級
か
ら
労
働
階
級
に
掛
ふ
べ
き
賃
銀
の
未
槻
祁
分
ヤ
-
地
命
的
に
収
奪
す
4
0
組
織
?
の
れ
、
時

働
階
級
の
生
活
の
枇
命
日
的
・
集
岡
的
保
誼
制
度
で
め
る
。

か
¥
，
る
考
へ
方
は
一
枇
命
司
民
主
的
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
正

し
く
ナ
チ
ス
革
命
前
に
於
げ
る
濁
逸
の
文
配
的
理
論
で
あ
っ
た
。
同
一
の
制
度
色
そ
の
一
基
礎
と
な
っ
て
ゐ
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
て
効
果
を
異
に
す
る
。
以
下
の
考
察
は
以
上
の
如
き
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
に
行
は
れ
た
濁
逸
の

経
験
を
基
礎
と
す
る
。

第

柾
曾
保
険
の
鼓
果

枇
A

町
田
保
険
の
致
果
は
之
を
経
済
的
・
枇
命
日
的
・
政
治
的
の
コ
一
方
面
か
ら
考
察
し
得
る
。

(
甲
)
艦
漕
的
蚊
果

(
イ
)
祉
合
同
保
険
が
資
本
蓄
積
(
内
名
古
一

EEzm)
そ
阻
害
す
る
か
否
か
Y
論
議
の
的
と
な

社
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
妓
果

カA

第
五
獄

O 
九

第
四
十
二
巻

かくて前士曾保険の給付は Lohntej[ Be叫and.t，~il. des Lohnes. Lohnb恒 tandteil
或は Suziahohn でめ~ erganzende Bed廿H;deckun~~ であ昌と L 、ム。



枇
曾
保
険
の
本
賓
と
そ
の
殺
呆

九

第
五
披

O 

第
四
十
三
巻

(
註
乙

る
。
こ
の
問
題
に
は
資
本
の
意
義
の
限
定
を
要
す
る
。

(ω
同
門

r官
庁
主
と
し
て
査
本
邸
ち
物
質
資
本

(Fn耳
目
立

E
)
と
貨
幣
t
E
し
て
資
本
(
の

m
E
E町
一
門
戸
]
)
が
考
へ
ら
れ
る
。

資
本
の
語
は
多
義
は
使
は
れ
る
、

最
も
普
通
に
は
物
財

枇
合
保
険
は
企
業
家
か
ら
祉
舎
保
険
の
掛
金
と
し
て
購
買
力
を
強
制
的
に
徴
牧
す
る
が
故
に
、
彼
が
貯
蓄
す
ぺ
か

り
し
或
は
新
に
投
資
す
ソ
へ
か
り
し
貨
幣
資
本
を
減
十
る
は
明
か
で
め
る
。
貯
蓄
に
よ
る
査
本
蓄
積

(
m
B
P
4
5伊

H

一
一
色
言
問
)
や
企
業
そ
の
色
の
か
ら
生
み
出
す
固
有
の
資
本
蓄
積
百
一
官
島
右
目

E
E
E
-
-犯
を
妨
ヤ
る
。
併
し
世
命
保

ゐ旦

t
l
師、
J

暗
ヘ
ャ
・
、
ノ
ケ
》
主
惨
司
、
1
1
J
?
b
k
f
L
O
レ
M
2
3

丸氏、ノ
EFι
リ

J

、ノ
f
r
二
二
三

F

、

協
力
引
っ
ふ
制
止
1
~
?
と
隠
は

E
1
5
4一
償
問
仇
殺

08-儒
ブ
U
E
i
d
週
仁

用
し
た
り
と
す
れ
ば
、

成
以
病
院
'
耕
一
設
所
仕
す
の
物
的
設
備
じ
佼

一
仁
は
人
聞
の
身
臨
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
F

資
本
と
し
て
他
に
は
枇
合
的
な
物
的
資
本
曹
と
し
て

資
本
性
そ
の
も
の
が
消
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
枇
合
保
険
は
個
人
的
に
み
れ
ば
貨
幣
査
本
の

蓄
積
を
阻
害
す
る
が
、
枇
命
日
的
・
岡
民
的
に
み
れ
ば
必
十
し
も
そ
れ
は
常
ら
ぬ
。
況
ん
や
か
〈
て
勢
働
者
の
身
瞳

に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
或
は
枇
合
的
物
的
査
本
と
化
し
た
も
の
が
、
艇
で
再
び
巡
り
/
¥
り
て
勢
働
の
能
率
を
高

め
企
業
家
の
牧
盆
ぞ
大
な
ら
し
む
る
に
歪
つ
て
は
、
永
い
目
で
み
れ
ば
必
や
し
も
各
側
企
業
家
の
資
本
蓄
積
を
減

守
る
と
は
限
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
吐
令
保
険
と
し
て
奪
は
る
王
勢
働
者
の
掛
金
負
措
の
行
方
に
就
て

も
亦
同
様
で
あ
る
。
唯
企
業
家
に
と
り
て
は
吐
合
保
険
の
か
〉
る
間
接
的
な
且
つ
勝
来
に
亙
る
殺
呆
を
云
々
し

τ

ゐ
る
徐
裕
な
〈
、
嘗
面
の
問
題
と
し
て
枇
曾
保
除
に
資
本
を
奪
は
れ
、
魚
に
企
業
の
経
替
が
不
利
と
な
り
或
は
符

べ
か
り
し
利
潤
を
逸
す
る
場
合
色
勘
し
と
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。

一
定
の
具
瞳
的
な
粍
樺
肢
態
に
於
げ
る
超
梼
政
策
と

し
て
貨
幣
資
本
を
擁
護
す
べ
き
か
物
的
或
は
人
的
資
本
(
勢
働
力
)
を
擁
護
す
べ
き
か
、
或
は
二
者
の
均
衡
を
如
何
に

(言l一一) 以下ω所論に就ては Prof. Hermberg， KapitHlbildl.mg und Sozialpolitik 
日.5-13及 U'Dor wirtschaftliohe Wert der Soz，ial:pJ!illik 19311. S. '9'-203君主
目召



す
べ
き
か
は
慎
重
な
る
考
慮
を
要
す
る
問
題
で
あ
ら
一
う
。
例
へ
ば
貨
幣
費
本
の
融
之
の
場
合
に
は
資
本
の
供
給
が

悪
〈
従
っ
て
利
子
色
自
ら
高
く
な
り
そ
れ
が
企
業
を
歴
遣
し
失
業
を
生
み
努
働
保
件
を
悪
化
す
る
。
高
卒
の
利
子

負
靖
を
免
れ
ん
た
め
に
一
闘
の
貨
幣
資
本
を
潤
揮
に
す
べ
き
必
要
が
大
で
あ
る
。
労
働
力
の
保
持
も
と
よ
h
必
要

で
あ
る
が
、
安
い
貨
幣
資
本
を
利
用
す
る
こ
と
が
更
に
緊
念
と
な
っ
て
来
る
場
合
が
生
子
る
。
企
業
上
の
競
争
が

世
界
市
場
に
行
は
る
場
合
特
に
こ
の
問
題
炉
重
要
と
な
る
。
世
合
保
険
が
一
時
的
に
緊
切
な
る
需
要
を
有
つ
貨
幣

資
本
の
蓄
積
を
妨
ヤ
る
こ
と
あ
る
も
、
費
本
の
概
念
P
M
4

物
的
な
る
も
の
に
措
充
し
且
っ
そ
の
殻
果
を
腕
来
に
瓦
hJ

ペ主-一
d

て
考
察
す
る
場
合
一
概
に
資
本
蓄
積
を
坊
ぐ
る
こ
と
な
し
難
い
。
へ
国
)
枇
命
保
険
は
企
業
精
神
や
労
働
精
神
に
畑

可
2
5
5
諒

-rr比
Y
お「川ー、

4

1

1

4

4

5

A

孟
1

J
【

1
j
f
'
I
M
J
7内

凡
て
付
命
H

の
精
神
吠
位
十
の
十
円
一
前
か
巳
そ
の
影
響
ー
す
っ
竹
る
の
で
あ
り
て
一
枇
ん
W
H
山
川
除

の
み
の
影
響
を
抽
出
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

暫
〈
他
の
傑
件
を
考
慮
の
外
に
置
け
ば
、

先
づ
小
企
業
家
は

一
般
に
祉
曾
保
険
の
掛
金
負
携
の
如
き
所
謂
枇
命
日
負
携

B
O
N
E
-白
丘
町
口
)
を
再
嫁
す
る
能
力
少
〈
企
業
に
受
け
る
打

撃
が
大
き
い
の
そ
の
負
携
が
徐
り
に
大
と
な
れ
ば
彼
は
寧
ろ
帥
労
働
者
'
と
な
り
て
安
全
な
る
年
金
生
活
を
選
ぶ
に
歪

る
大
企
業
は
之
に
反
し
企
業
の
合
理
化
と
か
或
は
ト
ラ
ス
ト
や
カ

y
aプ
Y
の
結
成
に
よ
り
て
之
を
轄
掠
し
得
る
可

能
性
ぞ
有
す
る
。
従
っ
て
枇
合
保
険
の
た
め
に
大
企
業
家
の
企
業
心
が
、
そ
の
負
憶
の
極
端
な
ら
ゴ
る
限
り
、
俄

か
に
萎
燥
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
勢
働
者
が
枇
命
日
保
険
ゐ
る
い
い
よ
り
て
勢
働
精
神
を
弱
め
る
か
否
か
も
論
断
に

困
難
な
る
問
題
で
あ
る
が
、

一
旦
老
爆
者
と
な
り
失
業
者
と
な
り
て
も
枇
命
日
保
険
に
よ
り
て
一
一
臆
の
救
梼
を
う
け

得
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
経
掛
的
危
険
に
漁
め
備
へ
る
た
め
に
卒
素
か
ら
奮
闘
努
力
す
る
必
要
が
薄
ら
ぐ

此
曾
保
槍
山
ド
管
(
と
そ
の
竣
川
市

九

第
四
十
二
巻

第
rt
掠

(詮二) (ロ)(ハ)(=)に就ては J.Win日ch山~ Crenzen der Sozialpolifik S. 6ト

b4・及ぴ Prof.B日efs-];eγlin. 論文 Die Vo，llkswirtschaftliche Bewertung der 
Sozial verver.sicheru時(前掲 DielJeutscJ刊日oual-;e日 ichenmgSeit 1914J s. 20 
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社
曾
保
隙
の
本
質
と
そ
の
殺
果

第
四
十
二
巻

:1L 

四

第
五
時
制

は
事
責
で
あ
る
。
加
之
、
彼
が
一
位
命
日
保
険
の
掛
金
の
た
め
に
自
由
貯
蓄
の
徐
裕
は
殆
ど
な
く
な
り
、
そ
れ
を
蓄
積

し
て
企
業
を
試
み
る
と
い
ふ
が
如
き
可
能
性
は
失
は
れ
る
。
彼
に
と
ち
て
は
老
嬢
・
失
業
の
場
合
の
運
命
令
}
闘
家
・

枇
舎
に
托
し
卒
素
は
忠
貫
な
る
枇
曾
保
険
の
掛
金
者
と
な
る
の
外
希
望
が
な
い
。
事
茸
の
問
題
と
し
て
猫
逸
で
は

戦
後
、

一
一
向
に
は
経
済
的
疲
悼
の
結
果
で
色
め
ら
う
が
、

一
般
に
年
金
一
魚
介
(
河
町
口
内
向
口
引
の
一
件
)
が
横
溢
し
て
、
民
衆

は
徒
ら
に
岡
家
・
枇
曾
か
ら
う
〈
る
年
金
に
槌
り
で
耽
嬬
奮
闘
の
精
神
を
捨
て
、
枇
命
日
に
於
げ
る
活
気
と
創
造
は

t
i
C
〉

-
L
t
L
〉

つ

14J〈

Y
4
r
f
u
1〈
r
v
h
、

r
・4

干
e
J
m
-
b
z
ι
2
ト
k

p

w

p

唱

3
L
Y
J
E
t
-
一目、
4
d

い
t

a

u

〆

4lt

，

，

、

，

市

L
t
詞
羊
じ

J
4
5
胸
お
り
日
ALP-J伽
予
3
2
Z古川
3
2
2
qト
J
1
P
J
}
刺
命
保

険
は
生
産
的
か
不
生
産
的
か
と
い
ふ
問
題
も
め
る
が
、
こ
の
場
合
論
者
の
い
ふ
所
は
枇
合
保
険
の
経
費
が
消
費
に

-
ひ
け
ら
れ
て
直
接
に
生
産
に
ひ
け
ら
れ
F
る
こ
と
を
難
余
る
。
併
し
こ
れ
は
(
イ
)
の
項
で
遮
ぺ
た
る
如
〈
、
勢
働

者
に
封
し
替
養
を
奥
へ
醤
療
を
施
し
健
康
を
回
復
す
る
等
の
こ
と
は
必
十
し
も
単
な
る
消
費
に
止
ま
る
も
の
に
非

守
し
て
生
産
的
な
殻
果
を
鷲
す
の
で
あ
る
。
消
費
す
る
が
故
に
不
生
産
的
な
り
と
は
な
し
難
い
。
出
ん
や
吐
合
保

険
の
経
費
は
一
部
は
物
的
資
本
と
し
て
祉
合
的
に
蓄
積
さ
れ
一
部
は
財
産
と
し
て
貨
幣
資
本
と
し
て
蓄
積
さ
れ
会

部
が
消
費
に
む
け
ら
れ
る
に
非
ゴ
る
に
於
て
は
尚
更
こ
の
論
難
は
嘗
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
(
-
一
)
枇
命
H

保
険
に

よ
り
て
祉
舎
的
資
本
が
園
家
意
志
の
下
に
動
員
さ
れ
て
一
定
の
方
面
に
り
け
ら
れ
る
。
郎
ち
そ
れ
は
統
制
資
本
と

な
る
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
枇
舎
に
於
げ
る
自
由
資
本
の
量
を
減
十
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
統
制
資
本
に
よ
り
て

特
定
の
生
産
が
起

b
、
分
配
制
度
が
調
整
せ
ら
れ
第
働
階
紐
の
消
費
生
活
が
計
章
化
・
合
理
化
き
れ
る
。
祉
舎
は

こ
れ
に
よ
り
て
質
の
良
事
豊
富
な
る
勢
働
力
の
供
給
を
仰
ぎ
得
る
。
枇
命
日
保
険
は
こ
の
意
味
に
於
て
一
閣
の
生
産
・



分
配
消
費
を
左
右
す
る
。
そ
れ
は
自
由
主
義
輝
持
秩
序
の
中
に
統
制
経
樺
的
領
域
を
と
り
入
れ
た
色
の
で
あ
句
、

そ
の
限

h
に
於
て
枇
命
日
経
樺
の
根
本
瞳
系
は
そ
の
色
つ
棋
黙
を
減
や
る
が
、
同
時
に
叉
そ
の
機
能
を
弱
め
る
。
失

は
れ
る
長
所
と
減
ぜ
ら
る
三
短
所
L
」
が
何
れ
が
大
で
あ
り
何
れ
が
よ
り
緊
切
な
色
の
で
あ
る
か
か
は
興
味
あ
る
問

題
で
あ
ら
う
。
吾
人
は
次
の
項
に
於

τ更
に
之
に
欄
れ
よ
う
と
思
ふ
。

(
乙
)
一
世
曾
的
教
呆

6

現
存
世
舎
の
立
場
か
ら
祉
合
保
険
の
枇
合
的
殻
呆
の
先
づ
長
所
と
考
へ
ら
る
冶
も
の
を
あ

ヤ
れ
ぽ
、
(
イ
)
枇
舎
保
険
は
吐
合
同
安
定
の
作
用
?
な
す
。
印
ち
之
を
芽
働
者
個
人
に
見
る
も
、
枇
合
保
険
が
あ
る
一

に
よ
り
て
疾
し
柄
・
失
業
・
老
厳
に
際
し
で
も
俄
か
に
糊
口
の
途
を
断
た
る
〉
の
虞
れ
な
く
、
生
涯
に
於
け
る
橿
漕
上

の
順
識
が
い
は
Y
平
均
3
れ
4
0
D

之
を
枇
合
的
に
み
れ
ば
妙
働
滑
級
の
生
活
Mu
安
定
す
片
山
ぱ
、
有
産

1

0

山
地
一
度
前
階

級
に
於
け
る
不
和
・
札
機
・
色
緩
和
さ
れ
て
枇
曾
金
贈
が
安
定
す
る
の
(
ロ
)
枇
曾
保
険
に
よ
り
て
民
衆
は
枇
曾
化
に

よ
る
合
理
主
義
を
皐
ぷ
。
世
曾
保
険
に
よ
り
て
園
民
の
尉
産
・
所
得
の
一
部
分
が
枇
舎
化
ぎ
れ
て
、
個
人
的
に
分

散
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
奉
げ
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
大
な
る
艦
稗
的
致
果
を
も
た
ら
す
。
菅
に
財
産
や
所
得
一
か
枇
舎

化
3
る
〉
の
み
な
ら
や
、
岡
民
の
思
想
・
も
亦
枇
合
同
化
さ
れ
、
利
己
や
我
執
を
拾
っ
る
に
よ
り
て
多
〈
の
人
冷
が
生

き
得
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
財
産
所
得
及
び
思
想
の
枇
舎
化
は
現
在
組
織
の
存
績
費
展
の
上
に
色
多
〈
の
可
能
性

を
後
見
す
る
で
あ
ら
う
。
(

A

)

枇
舎
保
険
は
吐
合
文
化
を
平
均
す
る
作
用
を
働
〈
。
世
合
同
保
険
は
庚
汎
な
あ
勢
働

階
扱
に
劃
す
る
生
活
の
集
圏
的
保
誼
制
度
で
あ
る
。
州
労
働
階
級
は
こ
れ
あ
る
に
よ
り
て
生
活
の
極
度
の
窮
之
や
危

脆
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
瞳
力
や
健
康
の
み
な
ら
宇
精
神
的
能
力
や
敬
養
等
に
於
て
も
一
定
の
程
度
に
こ
れ
を
牧
得

社
舎
保
険
の
本
質
と
そ
の
毅
果

第
四
十
二
巻

九

互正

第
五
時
碗

一一一

前掲}.Winschuh， Grenzen der Sozial][>olitik，及び Derwirlschaftliche Wert 
der Sozialpolitik，並びに DieDeulsch" 呂田ialversicherungSeit 1914-参考
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祉
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
殻
果

第
四
十
二
巻

7u 

」ー
ノ、

第
五
蚊

一一四

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
帥
ち
一
枇
舎
保
険
は
闘
民
の
庚
汎
な
る
階
層
に
亙
り
て
平
均
的
な
文
化
を
普
及
せ
し
め
之
を

保
持
す
る
の
機
能
を
有
す
。
枇
合
文
化
の
卒
均
然
も
之
を
一
定
の
標
準
以
下
に
低
下
せ
し
め
な
い
と
い
ム
こ
と
は
、

国
民
の
幸
一
珊
で
あ
る
の
み
な
ら
や
園
民
活
動
を
大
な
ら
し
れ
U

る
は
言
ふ
ぞ
侯
に
ぬ
C
め
ら
う
。
祉
命
日
保
険
日
は
上

速
の
如
き
長
所
あ
る
も
、
個
人
主
義
的
枇
合
機
構
か
ら
観
て
短
所
も
亦
な
し
・
と
せ
ぬ
。
(
イ
)
枇
合
保
険
に
よ
り
て

枇
命
日
炉
問
定
化
・
化
石
化
す
る
。
蹴
に
地
ぺ
し
如
〈
枇
合
保
険
は
企
業
家
精
神
や
持
働
精
刊
か
減
殺
し
て
、
年
金

病
へ
の
誘
導
が
売
れ
待
な
い
の
で
あ
る
。
人
b
は
波
欄
多
き
生
活
戦
線
上

ω書
闘
よ
り
も
退
い
て
確
賓
・
安
易
な

る
年
金
に
あ
り
つ
か
ん
と
す
る
の
結
果
は
、
現
存
制
度
を
只
管
に
守
り
、
現
在
の
地
位
を
死
守
し
て
可
成
そ
の
静
一

化
を
避
け
ゃ
う
と
す
る
。
こ
の
退
嬰
的
精
神
は
甚
古
し
き
に
重
り
で
は
、
賃
銀
と
失
業
年
金
額
と
を
比
較
計
算
し

て
自
ら
失
業
者
の
数
に
列
せ
ん
こ
と
を
望
な
に
す
ら
至
る
。
掛
り
吐
命
日
保
険
は
人
々
の
園
家
や
一
枇
舎
に
侍
輯
す
る

の
心
を
助
長
す
る
の
み
な
ら
中
、
掛
金
負
携
の
た
め
に
勢
働
階
級
に
自
由
蓄
積
の
依
地
な
〈
従
っ
て
物
質
的
に
も

奮
闘
の
土
塞
が
失
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
も
先
に
述
べ
し
如
く
な
る
が
、
更
に
叉
世
舎
保
険
に
よ
り
て
多
〈
の
艦
梼

的
世
曾
的
弱
者
が
救
済
せ
ら
る
れ
ど
も
、
経
油
開
的
・
精
神
的
優
秀
者
が
常
に
そ
れ
ら
の
犠
牲
に
な

h
、
か
れ
ら
の

飛
躍
を
抑
へ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
少
数
の
有
余
敢
行
の
人
々
が
屡
や
そ
の
枇
舎
の
選
選
仁
大
な
る
貫

献
を
な
す
は
人
の
よ
〈
知
る
所
な
る
が
、
世
舎
保
険
は
大
衆
を
救
ふ
が
他
面
に
は
人
宇
を
標
準
化
・
平
均
化
・
平
凡

化
す
る
。
か
〈
て
枇
舎
に
創
造
な
く
躍
進
な
く
沈
滞
し
固
定
す
る
つ
枇
ん
W
H

生
活
は
徐
り
に
も
機
械
化
し
形
式
化
す

る
。
(
ロ
)
枇
舎
保
険
は
伺
今
人
の
軽
油
開
的
危
険
を
一
枇
命
日
的
に
集
中
す
る
。
枇
命
H

保
険
が
な
か
り
せ
ば
各
人
の
遭
遇



す
る
で
あ
ら
う
経
掛
的
危
険
は
、
戎
は
多
〈
の
私
保
険
に
よ
り
て
、
或
は
又
園
家
親
戚
聞
の
相
互
扶
助
に
よ

h
て、

或
は
諸
積
の
隣
人
愛
に
基
〈
世
舎
事
業
に
よ
り
て
、
非
躍
系
的
で
あ
り
部
分
的
で
は
あ
る
が
救
は
れ
る
。
い
は
て
一

こ
れ
ら
の
危
険
は
吐
合
的
に
分
散
し
て
ゐ
る
。
然
る
枇
曾
保
険
に
よ
り
て
こ
れ
ら
の
危
険
は
組
織
的
に
且
つ
一
般

的
に
救
済
さ
れ
る
が
、
そ
の
危
険
は
こ
の
制
度
の
直
接
間
接
の
運
用
者
た
る
岡
家
に
集
中
す
る
。
一
枇
命
H

保
険
は
分

散
し
て
ゐ
る
危
険
を
枇
合
的
に
集
中
的
に
な
く
し
よ
う
と
す
る
組
織
で
あ
る
。

一
岡
の
経
掛
や
財
政
が
順
調
な
る

場
合
に
は
、
こ
の
制
度
の
秀
れ
た
る
こ
と
は
い
け
ま
で
も
な
い
が
、

一
日
一
謹
調
の
場
合
に
遭
遇
す
れ
ば
、
大
量
的

な
集
中
せ
ら
れ
に
危
険
を
救
掛
す
る
は
不
可
能
と
な
り
、
旦
っ
そ
れ
を
救
捕
併
せ
ん
と
し
て
却
っ
て
経
梼
や
財
政
を

、空
1
1一

じ
ぽ
す
に
去
る
で
あ
~
ら
う
。
侃
ん
や
枇
A
M
H

保
険
の
棋
連
の
た
め
に
人
冷
が
鈷
ゃ
倒
人
的
と
な
わ
家
扶
愛
や
隣
人
品
川J

を
失
小
、
か
れ
の
生
活
が
圃
家
針
個
人
の
樺
利
義
務
の
閲
係
の
み
に
て
管
ま
れ
て
行
〈
に
至
れ
ば
、
人
類
枇
舎
の

一
の
堕
落
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
』
)
粧
台
保
険
の
た
め
に
資
本
の
集
中
濁
占
を
促
す
傾
向
が
あ
る
。
既
に
述
べ

し
如
〈
耽
曾
保
険
の
掛
金
負
捨
は
企
業
家
と
し
て
は
極
力
之
を
轄
嫁
せ
ん
こ
と
に
努
力
す
る
。
こ
の
轄
嫁
に
嘗
り

て
は
小
企
業
家
よ
り
も
大
企
業
家
の
能
力
大
な
る
が
故
に
、
競
争
上
小
企
業
家
の
立
場
は
盆
冷
不
利
と
な
り
て
、

柑
労
働
階
級
に
浪
落
す
る
の
一
可
能
性
を
大
な
ら
し
め
、
大
企
業
家
は
益
々
ト
ラ
ス
ト
・
カ
U
Y
-
プ

Y
の
城
壁
に
立
て
龍

る
℃
あ
ら
う
。

か
く
て
企
業
家
に
劃
し
て
祉
命
日
負
措
の
大
な
る
こ
と
は
、
中
小
企
業
家
を
亡
し
て
大
企
業
の
猫
占

を
助
長
す
る
の
結
果
と
な
る
。
岡
民
は
大
企
業
家
具
』
努
働
階
級
と
に
分
裂
し
て
中
等
階
級
が
轄
落
し
て
ゆ
く
。
個

人
主
義
枇
合
に
於
げ
る
資
本
家
階
級
と
勢
働
階
級
と
の
橋
は
失
は
れ
枇
舎
の
交
流
現
象
は
薄
ら
い
で
、
基
本
組
蟻

社
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
殺
果
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保
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の
本
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と
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一一六

の
存
在
を
危
う
す
る
。
(
-
一
)
枇
合
保
険
は
離
村
向
都
の
勢
佐
助
長
す
る
。
都
市
に
於
け
る
帥
労
働
者
の
生
活
が
枇
舎

保
険
に
よ
り
て
安
定
せ
し
め
ら
る
〉
こ
と
う
な
れ
ば
、
人
冷
は
文
化
の
程
度
低

t
且
つ
生
活
の
単
調
な
る
農
村
を

捨
て
う
、
職
業
に
襲
化
の
多
き
文
化
の
高
き
都
市
に
流
れ
込
h
u

で
あ
ら
う
。
か
く
て
都
市
膨
張
の
勢
は
一
一
暦
甚
だ

し
く
な
り
て
都
市
は
失
業
を
始
め
多
く
の
勢
働
問
題
に
悩
ま
怠
る
沿
い
い
平
一
ぷ
。

(
丙
)
敵
治
的
撤
回
附

現
存
政
治
組
織
か
ら
蹴
て
枇
命
保
険
の
も
つ
政
治
崎
放
間
取
の
中
光
づ
ぞ
の
長
所
ぞ
越
ペ
ん

じ
(
イ
)
岡
民
生
活
の
安
定
ド
よ
る
政
治
棋
構
の
安
定
で
あ
ぷ
。

一mAwmw跡
に
よ
り
て
削
九
月
倒
叫
聞
紙
め
物
質
的
生
約
ド

安
定
が
青
ら
さ
る
う
の
み
な
ら
や
、

枇
舎
保
険
の
負
携
に
企
業
家
色
、

叉
場
合
に
よ
り
で
は
岡
家
も
之
に
任
や
る

と
い
ふ
こ
と
は
、
資
本
家
階
粧
の
横
暴
を
制
肘
す
る
も
の
で
あ

b
、
且
叉
圃
家
理
性
の
緩
展
と
考
へ
ら
れ
て
、
精

紳
的
・
戚
情
的
に
も
、
枇
舎
・
岡
家
に
反
抗
せ
ん
と
す
る
思
想
を
和
げ
る
。
(
官
)
枇
舎
保
険
は
園
民
の
生
活
を
密
接

に
財
産
や
経
済
組
識
に
結
ば
し
め
る
が
故
に
、
個
人
L
」
会
鰹
と
の
闘
係
、
委
瞳
経
捕
抑
止
個
人
程
捧
ー
と
の
関
係
を
よ

く
皐
ぴ
、
園
民
は
自
ら
現
智
的
批
剣
的
に
な
る
の
み
な
ら
や
、
枇
合
保
険
か
ら
う
け
得
る
給
付
に
劃
す
る
利
害
の

打
算
か
ら
も
、
盲
動
を
抑
へ
過
激
な
る
破
壊
的
・
革
命
的
運
動
を
阻
止
す
る
。
こ
の
軸
に
於
て
枇
合
保
険
は
今
日

と
難
も
ピ
ス
マ
!
ク
時
代
の
反
革
命
の
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
(

A

)

駐
舎
保
険
に
よ
り
て
岡
家
炉
開
民
の
勢
働
カ
・

知
カ
の
の
掴
養
に
直
接
子
興
す
る
。
園
民
の
勢
働
力
・
知
力
を
平
均
的
に
且
っ
そ
の
程
度
を
高
な
る
こ
と
は
、
費
本

家
的
富
の
蓄
積
能
力
を
高
な
る
所
以
に
し
て
、
岡
家
は
之
に
よ
り
て
重
要
な
る
努
働
政
策
の
目
的
を
達
し
得
る
。

加
之
、
勢
働
階
粧
の
髄
力
・
知
力
の
向
上
が
一
朝
有
事
の
際
に
優
秀
な
る
兵
士
の
園
肪
カ
と
な
り
て
現
は
る
〉
は



明
か
に
し
て
、
と
の
意
味
に
於
て
そ
れ
は
叉
一
の
圃
防
政
策
で
色
あ
る
。
(
二
世
合
保
険
な
く
ん
ぱ
勢
働
上
殊
に

傷
害
の
賠
償
問
題
な
げ
と
に
就
て
の
裁
判
は
そ
の
煩
に
堪
え
ぬ
の
で
あ
る
が
、
疾
病
・
曜
疾
保
険
の
お
蔭
に
よ

h
て

こ
の
煩
累
と
経
費
か
ら
一
免
れ
る
。
向
又
、
枇
舎
保
険
な
き
に
於
て
は
生
活
上
の
不
安
か
ら
頻
殺
す
忍
で
あ
ら
う
一
世

曾
的
暴
動
・
犯
罪
、
さ
て
は
醤
療
設
備
の
不
完
杢
か
ら
生
十
る
で
あ
ら
う
各
種
病
気
の
防
止
に
要
す
る
経
費
等
を

兎
れ
得
る
。
吾
人
は
以
上
の
知
〈
枇
命
日
保
険
の
政
治
的
長
所
を
敷
ふ
れ
ど
も
、
翻
っ
て
叉
、
現
存
政
治
機
構
に
劃

し
て
幾
多
の
願
は
し
か
ら
ぎ
る
機
能
を
も
有
す
る
の
で
あ
る
。
今
ぞ
の
短
所
を
奉
げ
ん
に
、
(
イ
)
一
枇
命
日
保
除
が
勢

倒
階
級
に
と
ち
で
は
生
活
問
題
で
あ
り
、
企
業
家
階
級
に
左
り
で
は
企
業
負
擦
の
問
題
と
な
る
が
故
に
、
こ
れ
が

改
正
刷
慨
艇
は
そ
の
時
停
に
政
治
問
題
ー
し
な

h
で
紛
糾
す
る
。
持
樹
階
級
の
一
政
治
化
は
必
A
V
し
も
排
斥
す
ぺ
き
こ

と
に
非
芯
れ
ど
も
、
わ
ん
め
仁
政
治
闘
争
を
搬
成
し
屡
今
現
在
政
治
機
構
の
脅
戚
と
な
る
。
(
ロ
)
祉
曾
保
険
に
劃
す

あ
岡
家
の
負
携
は
、
枇
合
保
険
の
横
張
す
る
に
つ
れ
て
増
大
し
、
そ
れ
が
延
い
て
財
政
を
麿
遁
し
・
他
の
政
費
を

抑
へ
る
の
み
な
ら
中
産
業
の
魅
迫
と
な
る
。
政
府
は
枇
合
同
保
険
あ
る
に
よ
ち
て
柑
労
働
及
び
雨
階
級
か
ら
歴
遣
を
う

く
る
に
至
一
名
。
財
政
及
び
軽
油
開
政
策
に
於
け
石
自
由
が
大
い
に
縮
少
せ
ら
る
〉
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
二
一
枇
合

保
険
の
制
度
は
圃
民
生
活
を
岡
家
が
統
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
制
度
の
運
管
に
は
自
ら
複
雑
な
る
幾
多
の

公
的
機
闘
を
要
し
、
固
民
生
活
に
於
け
る
官
僚
的
組
織
と
気
分
を
濃
厚
に
す
る
。
そ
の
組
織
が
経
管
を
誤
り
、
例

之
、
そ
の
行
政
費
が
徒
ら
に
嵩
む
と
か
或
は
保
険
事
務
の
取
扱
が
不
親
切
で
あ
る
と
か
手
績
が
繁
噴
で
あ
る
と
か

と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
官
僚
組
離
に
劃
す
る
岡
氏
の
反
戚
を
英
一
h
J
、
極
端
に
至
り
で
は
枇
合
保
険
は
か
、
る
官

社
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
殺
果
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僚
群
の
生
活
の
た
め
に
設
け
ら
る
、
と
き
へ
非
難
さ
る
、
に
至
る
。
(
一
一
)
枇
合
保
険
は
財
政
上
の
弾
力
を
失
は
し

む
る
。
抑
も
財
政
も
極
構
と
共
に
や
巾
に
景
気
・
不
景
気
の
波
に
揺
ら
れ
て
進
行
し
つ
う
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
不

景
気
の
場
合
に
そ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
そ
の
負
携
を
軽
〈
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
財
政
が
大
な
る
枇
命
H

負

指
を
背
負
ふ
場
合
に
は
こ
の
危
念
に
謝
す
る
方
策
の
講
じ
ゃ
う
が
な
い
。
然
も
一
一
般
に
か
う
る
財
政
上
経
済
上
の

位
機
に
於

τ
一
一
謄
枇
合
の
枇
合
保
険
に
加
す
る
要
求
が
大

t
な
っ

1
羽
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
か
(
て
枇
ん
W

円
即
時
愉
の

重
慶
の
矯
に
財
政
も
程
摘
も
而
し
て
枇
合
保
険
そ
の
も
の
も
遂
に
は
崩
壊
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
る
。
(
ホ
)
そ
の
他

枇
舎
保
険
が
枇
舎
的
危
険
を
集
中
す
る
こ
と
の
に
め
に
、
岡
家
の
責
任
が
一
一
暦
重
大
化
す
る
と
と
や
、
一
枇
命
百
負
措

の
翁
に
中
等
階
紐
が
設
落
し
て
行
く
傾
向
を
助
け
る
等
は
他
の
項
の
下
で
述
べ
し
所
な
る
が
、
そ
れ
が
政
治
的
に

不
利
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
金
侯
た
向
。

結

言

以
上
を
以
て
吾
人
は
枇
合
保
険
の
本
質
と
致
果
と
の
考
察
を
了
へ
た
。
岐
に
述
べ
た
る
所
に
よ
り
て
明
か
な
る

如
く
枇
合
保
険
は
極
構
的
・
世
合
的
・
政
治
的
に
多
〈
の
長
所
を
有
す
る
が
、
同
時
に
叉
多
〈
の
短
所
を
顛
現
的
に

或
は
潜
在
的
に
有
す
る
の
で
あ
る
。
崩
壊
せ
ん
と
し
つ
〉
あ
る
資
本
主
義
枇
舎
が
こ
れ
に
よ
h
ノ
て
そ
の
映
陥
を
楠

整
し
つ
〉
ゐ
る
が
、
ぞ
の
政
策
そ
の
も
の
に
資
本
主
義
・
個
人
主
義
を
揚
棄
せ
ん
と
す
る
幾
多
の
成
素
の
内
在
し

て
ゐ
る
こ
と
を
否
な
わ
け
に
は
行
か
向
。
倒
之
、
圃
民
の
勢
働
心
・
企
業
心
を
鈍
ら
せ
て
年
金
病
を
撮
ら
す
る
が



如
き
世
舎
が
悶
定
し
形
式
化
し
官
僚
化
し
て
漉
測
だ
る
制
造
と
努
力
の
気
風
が
夫
る
〉
が
如
き
、
離
村
向
都
を
助

け
潤
占
化
を
促
成
し
枇
曾
問
題
を
更
に
撰
大
す
る
が
如
き
、
叉
、
岡
家
の
手
に
徒
ら
に
大
な
る
責
任
と
負
携
を
集

中
す
る
如
き
、
何
れ
も
資
本
主
義
瞳
系
へ
の
弱
化
作
用
L
し
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
各
聞
は
こ
れ
ら
の
祉
曾
保
険
に

仲
ふ
短
所
を
認
め
つ
〉
色
、
持
働
階
紐
の
生
治
窮
乏
と
い
ふ
よ
句
緊
切
な
る
問
題
の
矯
に
之
ぞ
採
用
し
嬢
張
し
つ

〉
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
資
本
家
一
耽
舎
を
救
ふ
最
善
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
ぬ
。
枇
命
日
保

除
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
自
己
矛
盾
が
益
今
夜
展
し
て
行
く
場
合
、
岡
家
は
必
や
や
何
ら
か
の
暢
換
を
試
み
ね
ば

な
ら
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

3
Bり
LL
て
今
民
一
枇
命
H

保
険
を
す
て
う
、
も
と
の
自
由
放
任
時
代
に
踊
れ
と
い
ふ
こ
と

は
、
枇
合
的
大
地
味
的
山
一
窮
乏
を
前
仁
し
て
、

熱
-B
蹴
に
耐
合
的
訓
練
と
組
織
と
に
よ
hJ
七、

よ
り
久
子
理

-m工
左
下
川

ノ

1
3
4
J
d
J

方
法
伝
一
度
樫
験
し
た
る
民
衆
に
之
を
要
望
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
結
局
新
し
き
政
策
を
以
て
之
に
代
へ

る
か
、
或
は
在
来
の
制
度
の
運
用
を
新
に
す
る
か
の
道
を
謹
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
に
於
て
ナ
チ

ス
革
命
の
精
神
挫
び
に
そ
れ
が
吐
命
日
保
険
に
劃
し
て
採
ら
ん
と
す
る
態
度
は
吾
人
に
深
甚
の
興
味
を
奥
へ
る
。

(
一
了
凶
・
二
)

祉
曾
保
険
の
本
質
と
そ
の
竣
果

第
四
十
二
巻

カA

第
五
一
旗

九


